
一般質問

平成２７年（２０１５年）７月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２５人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（ 緑 ）＝緑の党こだいら

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://www.discussvision.net/kodairasi/2.html

行
政
一
般

 
松
岡　

篤
議
員
（
政
和
）　

臼
上
水 

本
町
、
御
幸
町
、
上
水
南
町
、
回
田

町
な
ど
公
共
交
通
機
関
が
不
十
分
な

地
域
へ
の
拡
充
の
予
定
は
。

　

渦
中
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

に
つ
い
て
の
今
後
の
拡
大
計
画
は
。

市
長　

臼
新
規
路
線
設
置
の
予
定
は

な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

を
考
え
る
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
地

域
で
は
、
地
域
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　

渦
現
在
４
校
で
実
施
し
て

お
り
、
来
年
度
は
さ
ら
に
２
校
区
で

の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
、

未
実
施
の
中
学
校
の
意
向
等
を
確
認

し
な
が
ら
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

選
挙
違 

反
ま
た
は
そ
れ
に
抵
触
す
る
行
為
に

対
す
る
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
警
察

の
対
応
と
連
携
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
文
書
図
画
の
掲
示
の
違

反
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
確
認
し
、
注
意
し
て
も
従
わ
な
い

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
格
差
に
つ
い
て

小
平
市
議
会
議
員
選
挙
で
の

選
挙
管
理
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て

滑
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

場
合
に
は
、
警
察
に
連
絡
を
行
っ
た

上
で
撤
去
命
令
を
行
い
、
そ
れ
で
も

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
警
察
が
違
法

案
件
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
以
外
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
相
談
が
あ
れ
ば
注
意
喚
起
を
行

う
こ
と
は
可
能
だ
が
、
既
に
な
さ
れ

て
い
る
場
合
は
警
察
の
対
応
と
な
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
市
民 

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
、
継
続
的
に
提

供
す
る
方
策
と
し
て
近
隣
市
と
の
広

域
的
な
連
携
が
必
要
だ
が
、
全
般
的

な
広
域
行
政
の
あ
り
方
へ
の
見
解
は
。

　

渦
市
長
の
約
束　

に
「
国
分
寺
駅

４８

北
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
場
所
を
確
保
す
る
検
討
を

す
る
」
と
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
た
め
に
、
近
隣
自
治
体

同
士
で
互
い
に
補
い
合
う
べ
き
分
野

に
お
い
て
、
水
平
的
・
相
互
補
完
的
、

双
務
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
連
携
を

進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

渦
現
在
、
具
体
化
に
向
け
て
国
分

寺
市
と
調
整
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
）　

臼
今
後
、 

検
討
す
る
課
題
は
何
か
。

　

渦
ぶ
ん
バ
ス
本
多
ル
ー
ト
延
伸
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
は
。

市
長　

臼
人
口
減
少
社
会
の
到
来
な

ど
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
連
携
す

る
べ
き
内
容
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
多
様
な
観

点
か
ら
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

整
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

広
域
連
携
、
隣
接
市
と
の
連
携
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ぶ
ん
バ
ス
な
ど
国
分
寺
市

と

の

連

携

に

つ

い

て

　

渦
利
便
性
の
低
下
等
の
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
広
域
連
携
の
必

要
性
の
認
識
は
一
致
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
人 

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　

渦
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
市
民
意

見
公
募
や
議
会
か
ら
の
提
案
等
に
よ

り
既
存
の
事
業
を
強
化
し
た
り
新
た

な
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長　

臼
人
口
の
現
状
分
析
及
び
市

民
の
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
と
将
来
展
望

を
提
示
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
の
実
現
に
向
け
て
効
果
的
な
施

策
を
企
画
す
る
上
で
、
重
要
な
基
礎

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
推
進
委
員
会
の
開
催
、
市
民
意

見
公
募
手
続
の
実
施
、
市
議
会
へ
の

報
告
等
を
通
じ
て
、
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
て
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
関 

係
条
例
の
改
正
や
条
例
制
定
時
に
は
、

市
民
へ
の
説
明
会
の
実
施
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

渦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の
民
間
活

用
に
つ
い
て
、
市
民
を
交
え
た
検
討

の
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
市
民
意
見
公
募
手
続
を
実

施
す
る
ほ
か
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
現
時
点

で
説
明
会
の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

　

渦
民
間
活
用
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
状
況

等
を
見
な
が
ら
国
が
検
討
す
る
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

市
民
に
十
分
な
説
明
を

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員（
フ
ォ
）　

臼
広

告
の
掲
載
面
も
含
め
て
、
ペ
ー
ジ
数

を
ふ
や
す
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

渦
介
護
保
険
制
度
の
変
更
に
伴
い
、

地
域
団
体
等
の
活
動
の
広
報
に
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

国
の
地
域
支
援
事
業
交
付
金
を
活
用

し
て
紙
面
を
ふ
や
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
他
市
の
事
例
を
参
考
に
す

る
と
、
紙
面
を
ふ
や
す
こ
と
に
伴
う

経
費
が
、
広
告
収
入
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
現
在
は
紙
面

を
ふ
や
す
考
え
は
な
い
。

　

渦
介
護
保
険
制
度
の
各
種
事
業
等

の
効
果
的
な
周
知
等
に
引
き
続
き
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
工
夫
を
図
っ
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
行
政 

需
要
の
複
雑
高
度
化
へ
の
対
応
や
経

営
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
大
学
院

や
民
間
へ
職
員
を
派
遣
す
べ
き
で
は
。

　

渦
職
員
の
海
外
研
修
の
実
施
を
再

開
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
派
遣
の
必
要
性
や
業
務
へ

の
影
響
、
特
に
民
間
派
遣
に
つ
い
て

は
、
営
利
活
動
に
職
員
が
従
事
す
る

市
報
の
紙
面
を
ふ
や
す
こ
と
に
つ
い
て

未
来
を
担
う
市
職
員
の
育
成
に
つ
い
て

こ
と
の
妥
当
性
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
現
在
、
体
系
的
な
職
員
研
修
の

実
施
に
よ
り
、
職
員
の
資
質
向
上
に

努
め
て
お
り
、
海
外
研
修
実
施
の
再

開
は
職
員
研
修
全
体
の
内
容
等
を
考

慮
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

臼
市
独 

自
の
取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
る
か
。

　

渦
各
種
団
体
、
各
事
業
者
へ
の
説

明
会
は
考
え
て
い
る
か
。

　

嘘
最
終
目
標
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
現
在
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
等
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る
か
、

庁
内
委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

事
業
者
向
け
説
明
会
の
実
施
に
向
け

て
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

嘘
国
は
行
政
の
効
率
化
、
国
民
の

利
便
性
向
上
等
を
う
た
っ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
着
実
に
そ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
期 

日
前
投
票
も
含
め
て
投
票
所
を
ふ
や

し
て
ほ
し
い
、
近
く
の
投
票
所
に
行

き
た
い
と
い
う
市
民
の
願
い
に
応
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

渦
一
日
だ
け
投
票
の
た
め
の
巡
回

バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
財

源
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
職
員
を
こ

れ
以
上
配
置
す
る
こ
と
が
現
時
点
に

お
い
て
非
常
に
困
難
な
こ
と
か
ら
、

現
状
の
範
囲
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

　

渦
投
票
所
ま
で
徒
歩
圏
内
で
あ
る

た
め
、
財
政
的
な
課
題
の
観
点
か
ら

も
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
へ
の

小
平
市
の
対
応
に
つ
い
て

投
票
困
難
者
の
政
治
参
加
を

保
障
す
る
た
め
の
施
策
を

 
伊
藤　

央
議
員
（
政
和
）　

市
長
は 

か
つ
て
退
職
金
の　

％
減
を
公
約
に

２０

当
選
し
て
い
る
。
現
在
で
も
特
別
職

の
退
職
手
当
は
高
額
だ
が
、
さ
ら
な

る
減
額
や
廃
止
は
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

任
期
１
期
目
に
係
る
退
職
手

当
は
条
例
を
定
め
、　

％
減
額
し
た
。

２０

現
在
の
任
期
に
係
る
退
職
手
当
は
、

前
回
の
任
期
２
期
目
と
同
様
に
特
に

減
額
す
る
考
え
は
な
い
。
退
職
手
当

の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
ほ
か
の
団
体

と
の
均
衡
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に

判
断
し
、
現
行
の
制
度
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

若
者
の 

雇
用
や
就
労
に
か
か
わ
る
都
の
制
度

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。
ま

た
、
市
独
自
の
応
援
施
策
の
検
討
は
。

市
長　

若
者
の
正
規
雇
用
化
を
支
援

す
る
た
め
の
東
京
都
若
者
応
援
宣
言

企
業
採
用
奨
励
金
制
度
等
が
あ
る
の

で
、
市
と
し
て
も
事
業
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。
現
在
、
国
や
都
を
中
心

と
し
て
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市

独
自
の
取
り
組
み
は
検
討
し
て
い
な

い
が
、
今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

や
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
な
ど

と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。

 
竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

民
と
双
方
向
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
計
画

は
あ
る
か
。

　

渦
千
葉
市
の
ち
ば
レ
ポ
の
よ
う
な

市
民
協
働
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ

ー
ル
へ
の
所
見
と
導
入
の
意
向
は
。

特
別
職
の
退
職
手
当
に
つ
い
て

若
者
応
援
施
策
の
検
討
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民

協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
長　

臼
新
た
な
ツ
ー
ル
の
導
入
計

画
は
な
い
が
、
今
後
も
情
報
通
信
技

術
に
つ
い
て
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
千
葉
市
の
取
り
組
み
は
、
市
民

と
行
政
の
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る

手
法
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
例
に
つ
い
て
組
織
や
市
民
の
役
割

等
も
含
め
、
研
究
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
公 

園
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
声
を
市

は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　

渦
公
園
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
同
じ
地
域
の
中
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

可
能
な
限
り
地
域
の
実
情
を
反
映
で

き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い

て
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

　

渦
本
年
度
、
仲
町
第
２
公
園
で
は

休
憩
機
能
の
強
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
を
、
た
け
の
こ
公
園
で
は
複
合

遊
具
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
に
な
る

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
の
た
め
に

公 園
用 水

滑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
啓
発
ポ
ス
タ
ー

更新予定の複合遊具（たけのこ公園）


